
（様式５）

平成１５年度補助金等報告書

公益法人名 (社)日本分析化学会

(１)年間収入（総収入額－前期繰越収支差額） 402,438 千円(Ａ)

(２)国からの補助金等の交付実績額

名称 補助金・委託費の別 交付官庁 金額

科学研究費補助金（Ｂ） 補助金 文部科学省 760 千円

千円

合計 760 千円(Ｂ)

(３)補助金等の年収比率 0.2 ％(Ｂ/Ａ)



（様

３.事業の目的及び内容

760 千円(

６.補助金等における管理費

0 千円

0 千円

(３)その他の管理費

千円

0 千円

0 千円

７.外部への支出

(１)外部に再補助・再委託等されているものに関する支出

支出先

千円

0 千円

(２)(１)以外の支出

支出先

大田区産業プラザ 258 千円

コトウ科学 203 千円

コトウ科学 82 千円

電脳工房クリック 206 千円

郵便局他 11 千円

760 千円

８.その他

(１)人件費

(２)一般管理費

４.交付先公益法人の名称 　　社団法人　日本分析化学会

支出内容

合計

補助金等支出明細書

金額

金額

金額

平成15年度 科学研究費補助金 研究成果公開促進費 研究成果公開発表(Ｂ)１.補助金等の名称

２.課題名

明日の暮らしと遺伝子検査　－ＰＣＲであなたの遺伝子を調べてみよう－　市民
化学講座

(１)目的 

(２)具体的内容

本講座では個人の遺伝子情報が具体的にどのようにして得られ、それがゲノム科
学、個人や血縁の特定、医療などとどのように関連するのかを実習を含めて解説
る。また、遺伝子情報に基づく差別とどう向きあって行くべきか、問題点を提示
ることにより、遺伝子情報によって人々の暮らしを真に豊かにするための基礎知
を参加者に整理して提供することを目的とする。
本講座は４つの講演と体験実習よりなる。講演１では遺伝子検査と関連してゲノ
科学の進歩が人々の暮らしにおよぼす影響について解説し、講演２ではＤＮＡ鑑
による個人のルーツ探し等、遺伝子検査に関連した様々な話題を提供する。講演
では、遺伝子の個人差に基づいて将来の医療がどのように変わってゆくのかを概
し、講演４では、個人の遺伝情報が不当な差別に利用される危険性とそれへの対
について解説する。体験実習では、参加者自身の口腔粘膜細胞よりＤＮＡ試料を
取し、ＰＣＲ法によってアルコール代謝に関わる遺伝子型を判定し、自身のアル
コール感受性と照らし合わせて遺伝子検査についての理解を深めてもらう。

５.交付実績額

機器借料

内容

合計

合計

消耗品費

資料作成費

通信費

合計

支出内容

会場借料

式）

Ａ)

(Ｂ)

千円

0 千円

0 ％(Ｂ/Ａ)

金額

分析

す
す
識

ム
定
３
説
処
採

９.再補助・再委託等の割合

内容

合計
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